
2022 年度 外科業績  

学会発表  

第 122 回 日本外科学会定期学術集会 2022 年 4 月  

座長  
石河隆敏：サージカルフォーラム 57 「外科全般―教育」  
別府 透：肝胆膵 手術手技-4 (肝臓)  

一般演題  
原 淑大：30 個以上の大腸癌肝単独転移に対する治療戦略と予後 山村謙介：肝

切除後の門脈血栓発生のリスク因子解析および治療に関する前向 き検討  

織田枝里：育児期の女性外科医のキャリア形成―外科医と緩和ケア医の両立を 
目指して  

松村和季：膵癌間質に由来する Thrombospondin-1 は膵癌の増殖・浸潤に 寄
与する  

赤星慎一：地域中核病院での切除不能大腸癌に対する局所凝固療法を活用した 
conversion 肝切除術の検討  

第 34 回日本肝胆膵外科学会 2022 年 6 月  

Debate 3 司会  

別府 透：多発肝転移 laparoscopic vs. open  

一般演題  
松村 和季：Cancer associated fibroblast promotes malignant behavior  
pancreatic cancer by expressing thrombosopondin-1 according to  tissue 
stiffness.  

第 77 回 日本消化器外科学会総会 2022 年 7 月  

パネルディスカッション 1 基調講演  
別府 透：Definition of borderline resectable (BR) and unresectable  (UR) 
colorectal liver metastases  

一般演題  
織田枝里：DOAC 投与により安全な肝切除が可能となった｢がん関連血栓症を 
有する肝細胞癌｣の経験  



松村 和季：膵癌微小環境でのがん関連線維化細胞に対しての  
Thrombospondin-1 の影響の検討  
山村謙介：肉眼的胆管腫瘍塞栓を伴う肝細胞癌に対する治療戦略  
赤星慎一：チェックシートを用いた当院における鼠径ヘルニア修復術の手術成 績  

12th Asia-Pacific Primary Liver Cancer Expert (APPLE) Meeting, Shanghai  

2022 年 8 月  

Session 9：Conversion therapies for advanced HCC and iCCA Beppu 
T: Conversion therapies for advanced-stage HCC: Japan  experience 
(invited lecture)  

第 25 回日本病院総合診療医学会学術総会 2022 年 8 月  

一般演題  

石河 隆敏：地域中核病院の COVID-19 感染対策による院内感染状況の変化 
第 41 回 Microwave Surgery 研究会 2022 年 9 月  

座長  

別府 透：主題② 手術におけるエネルギーデバイスの使い方（私の流儀）  

一般演題  
石河 隆敏：大腸癌多発肝転移に対する conversion surgery における局所凝 固
療法の併用について  

第 60 回日本癌治療学会学術集会 2022 年 10 月  

一般演題  

松村 和季：Biological significance of thrombospondin-1 expression in  
pancreatic ductal adenocarcinoma and therapeutic approach using the  
inhibitory peptide of thrombospondin-1  

第 20 回 日本消化器外科学会大会 （第 30 回 JDDW） 2022 年 11 月 山村謙介: 総

胆管の腫瘍栓を伴う（B4）肝細胞癌 2 例に対する肝切除と乳頭機 能の温存を主

軸とした治療戦略  

赤星慎一：集学的治療が奏功した肝内胆管癌切除後の肝・肺転移および腹膜播 
種の 1 例  

松村 和季：がん関連線維芽細胞に対して膵癌微小環境での  
Thrombospondin-1 が与える影響の検討  

第 35 回 日本内視鏡外科学会総会 2022 年 11 月 
一般演題  

松村 和季：審査腹腔鏡で診断した膵炎後の仮性嚢胞の 1 例  



第 43  回 九州肝臓外科研究会 学術集会 2023 年 1 月  

別府 透：主題 1 肝細胞癌に対する分子標的薬時代の手術戦略（座長） 別府 
透：主題 2 原発性・転移性肝がん治療における ICG 蛍光法の活用 第 1 回 日本ア

ブレーション研究会 2023 年 1 月  

パネルディスカッション 1 転移性肝腫瘍に対するアブレーション 座長 
別府 透  

発表 別府 透 切除不能大腸癌肝転移に対する「化学療法と局所アブレーシ ョンを

積極的に併用したコンバージョン肝切除」  

第 59 回日本腹部救急医学会総会 2023 年 3 月  

一般演題  
山村謙介：稀な形態を呈した成人発症の腸回転異常症の 1 例  
織田枝理：移動盲腸が嵌頓し緊急手術を要した鼠径ヘルニアの 1 例 松村和季：

バイク交通事故にて肝損傷をきたし早期に肝動脈塞栓術を施行し治癒し得た 1 例  

講演  

別府 透​
2022 年 6 月 3日 県北消化器フ ォーラム​

特別講演：消化器外科医からみた日本版敗血症診療ガイドライン（JSSCG2020）改定のポイント​

​
​
2022 年 11 月 4 日 肝細胞癌実践 セミナー in 山鹿​



特別講演：新規菜物療法時代の肝がん個別化治療​

​

​

2022 年 11 月 17 日 第 9 回 県北 オンコロジー研究会​

特別講演：持つべきものは仲間！―多施設共同研究で Clinical Question を解き明かす​

​

​

2022 年 12 月 1 日 がんトータル ケアセミナー in 鹿本​

特別講演：胃がんの話題と副作用対策-化学療法誘発の神経障害性疼痛管理も含めて-​



​

​

2023 年 3 月 3 日 肝がんの薬物療法と IVR を考える会​

根治を目指す治療戦路〜IVR とレンバチニブを使いこなす〜​

​

​

石河 隆敏​

2022 年 11 月 17 日 第 9 回 県北オンコロジー研究会​

教育講演：Microwave 医療の新たな流れと癌診療 
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